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2022年 5月にEvent Horizon Telescope (EHT)から SgrA∗のブラックホールシャドウ画像が発表された。2017
年の地球規模の電波干渉計観測によって取得されたビジビリティデータから画像は復元されており、2019年に発
表されたM87∗に続き 2例目のシャドウの画像となった。一般相対性理論によりブラックホールシャドウのサイ
ズは重力半径 (シュワルツシルト半径の 1/2倍)の 10倍程度であることが予想されており、得られた SgrA∗シャ
ドウのリングサイズから天の川銀河中心の巨大ブラックホールの質量を推定することができる。
本研究では、まずはじめに観測された SgrA∗の光度変動が観測誤差や星間物質による散乱だけでは説明できな

いことを確かめた。次にシャドウの画像およびビジビリティデータに対してさまざまな幾何学モデルを適用した。
その結果リングモデルがデータをもっともよく説明できたため、データを再現するリングモデルのパラメータか
らシャドウのサイズを推定した。これにより SgrA∗のリング直径は 51.8±2.3マイクロ秒角と見積もられた。ま
た一般相対論的磁気流体モデルによるシャドウのシミュレーション画像を用いて擬似観測・画像化し、元の画像
と再構成画像を比較することで実際に観測されたシャドウのサイズを理論的予測と適合するように較正した。そ
れにより SgrA∗の重力半径は 4.8±1.4マイクロ秒角となり、その質量は 4.0+1.1

−0.6×106 太陽質量と見積もられた。
これは SgrA∗のまわりの星の軌道運動から推定されたブラックホール質量と一致する。本講演では SgrA∗のブ
ラックホールシャドウから得られた中心質量の推定について発表する。


